
1第申 録 蕊
事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

松尾電機株式会社福知山工場豊中市千成町3丁 目5番 3号

京都府地球温暖化対策条例第 19条 の規定により提出 します。

府定事実者の

主たる業種

電 子 部 品 くタ ン グル ヨ ンテ ンナ ) の 製 造 、 販 売

該当する事業
者要件 マ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネタレギー使用事業者 (原抽に換算 して1,500キロツットル以上))

「
安堅夕鹸遭埋揺指す

施行規則第10条第2号又は第3号
で

当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はパス100台以上/タ クシー150台

「
0萩 空ゃF温

暖fヒ対策条例施行規員J第10条第4号該当事業者 (そのlLの温室効果〃スの大規模排出事業者 (二酸イヒ炭素に換算 して3ぅ000ト

計 画 期 間 平成 18 年 4 月 ～ 平 成   20 年 3 月

基 本 方 針 取得 している環境マネジメン トシステムの運用により、エネルギー使用量の削減、廃棄物の発生抑制 ・ツサイクルの推進を実行する。
(H18〉福知山工場のエネルギー削減 目標を、電力の総畳削減目標から、電力 ・ガスの原油換算エネルギー原単位 自標に変更した。

(従来)電 力使用量を2004年実績比△斬削減する。
(変更)電 力 ・ガスのエネルギー原革位を2004年実績比△7労肖1減する。

推 進 体 れ 全社 の環 境 管 理 活 動 lr達 組 織 の も と、 実 斑 計 画 の 策 定 、 月 毎 の 進 捗 管 理 を実 行 す る。

具
網
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体
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年度 設備、対象、工程等 措 置 内 容

工場部門 電力消費量を2004年度Ⅲ16年度)実績に対 し邸肖け滅する。((118〉福知Ⅲ工場は電気 ル
・
スのおいt原 単位で7,肖」滋する)

製品1個当たりの使用電力量を把握、改善することによリエネルギーの使用の効率化を図る

18～19 工場部門 奈棄物肖」滅によるど,工もンョンを達成する。 (平成18年度目標 り■4″″率9弱

工場部門 排出物を2004年度Ⅲ16年度)実績に対して1邸H寸減する。(平成18年度 1研 平 成19年度 1朝 高J滅)

ス
等邦囃

温
の 排出区分

塗 宰 午 慶 (実 頑 ,

( 平 成 17 )年 度

(二酸化炭素装算 てt))

口凛宇慶 く計田,
(平成19)年 度

て二酸化炭素換算 (、))
唖調的

報 雷 午 反

●働
(実 頑 )

年 度
(二酸化炭兼決算 (1))

噂輔的A喜 業所等排出区分 7,462 t 7,270 t -26 % 7,946 t 65 %

B輸 送車両排出区分 t t % t %

Cそ の他排出区分 t t % t %

排出合計 1         7,462 t ,2         7,270 t -26 79 ■4                            7,946 t 65%

その他の判球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの肖」減曇
等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取想身争 (二酸化 炭素決 算 (1 取想量等

奈林の保全及び整備 (整鶴面積 (吸収工) t く整備面積十 〈吸収二) t

府内産の木材の利用 l H l 用量) (肖J滅景) t (利用量) (削減量) t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(売電量) k7h (肖J滅量) t (完電螢) kvh (削減曇) t

(熱供給 量 C 7 J (削減 量) t (終供給登| (削減畳) t

グ ツーン電力の嬢八 (購入置) 臨 h (消J減景) t (購入 量) kvl (削減量) t

肖u減重等合計 t t

差引排出屋

(排出合計―削減年合計)

基準年度 (実績) 自標年度 (計画) 制滋幕〈計D 報告年度 (実績) 高1減卒 (央憩)

1         7 4A, t (“)(・)   7270    t -2 6  % ●。(・51                7?4F t 65%

特 記 事 壊 大 紅 ぷ 温 暖 1ヒ助 上 対 策 を して 、 当 上 場 で は 肖 刀 、 /ス を

この結果、電力は■12年度比て△18い の削減、ガノ

しかしながら、116年度は好景気を受け生産要求数i
昨年比6耶 の増加となつてしましました。
ただし、省エネ法の規定による原油換算の4tFt垢
てきております。

1目J阪 活 動 を油 統 円 に 業 殖 して お ワます 。

は■16年度比で△1661の削減が達成できております。

め`お2研増加し、などテインの時間延長、休日稼動が増加したため、電カ ノ ス共使用量が増加し

t判立で見ますと、昨年の7601C/千 個)が本年度(113)は6791(ツ千個)であり、1研以上の肖」減が

連 結 究

ファクシ ミツ番号

注 1骸 当する□には レ 印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はレ印の記入l_不要です

2「 基準年度Jと は計画期間の前年度を  「 日経年度Jと は計画期間の最終年度を  「報告年度Jと は計画期間のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。

3 f革 栄所等排出区分Jと に京都府内の喜舞所等の務業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する退宝効果ガスを 「輸送革両掛出区分Jと Ft自動車運送専策者についてはtE用の本拠の
位置を京都府内とする車両の排出する波室効果メスを 飲 道章業者については保有する貨物車両又は旅容車両の排出する還曇効果ガスを  「その他排出区分」とは上記以外の京都府内にお
1'る専策所等の事業活動に伴い発生する還室効果汀スをいいます。

4「 その他の地球温暖化対策によるよ室効果ガスの創滋象等Jの 実績については 計 画期間中の実績の採計を記入してください。
(例〉グツーシ電力の購入による速室効果〃スの削減実績が■8年度 5ト ンで19年度10トンの培合 19年 度の報告密の実績については18年 度と■9年 度の実績を黒計し15トンと配入

5 r特 記事項」には 平 成 2年 度 (1000年 度)を 基準とした9F出量の対比やエネルギー源判立CO排 出畳、省エネ製品開発など他者の遅蜜効果ガス排出肖J減への貫体 グ ツーン調達の採
用、行定クロンなどの条tFl指定外の還室効果ガスの肖J減などを記入してください。


